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子試剤の付加と同様， 1 , 2 または 1 ， 4 位に 2 つのアセトキシJレ基またはヒドロキシノレ基とア
セトキシノレ基が一段階で、導入されることを認め， この反応が酸触媒の存在で促進されることを見
出している。 さらに新しいセレン化合物 3 ， 4-ジアセトキシテトラヒドロセレノフエンの副生
を認め，本物質の生成過程が上記付加反応過程と密接な関係を有することを指摘している。















の酸化に拡大し，たとえばプタジエンではし 2 または 1 ， 4 位に 2 つのアセトキシノレ基が一段
階で導入されるととを確かめている。
つぎにアリノレ伎の水素を有するオレフインについて検討し，酸触媒存在下で二重結合自体の酸
化(ジアセトキシ Jレ化)がおこりアリノレ水素の酸化はほとんどおこらないことを示している。
さらに注目すべきはオレフイン二重結合に対する上記アセトキシJレ基の付加がシス付加である
乙とを確認したことである。
二酸化セレン，一般セレン触媒の工業的利用は今後に期待されるところ極めて大であり，本論
文はこの方面の将来の進歩に大きく寄与したものと信じられ，よって本論文は学位論文として充
分に価値あるものと認める。
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